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芦屋浜親水性護岸 ”散策路”
　昨年開放された宮川河口から潮風大橋ま
での親水性護岸が、７月１日からさらに延
長されます。今年度中に芦屋川河口、海浜
公園南まで整備される予定です。

人口と面積＜平成13年６月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数86,860／男40,350／女46,510／世帯数37,292■推計人口　総数85,056／男39,336／女45,720／世帯数34,965　＜面積＞18.57km2

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

　
七
月
、
真
夏
の
太
陽
が
ぎ
ら
ぎ
ら
照
り
つ

け
、
青
空
に
は
真
っ
白
な
入
道
雲
が
わ
き
た

つ
と
、
虫
取
り
に
夢
中
に
な
っ
た
幼
い
日
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
夏
休
み
を
待
ち
か

ね
て
出
か
け
た
の
は
ク
ヌ
ギ
が
繁
る
雑
木
林

で
し
た
。
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
甘
酸

っ
ぱ
い
匂
い
が
漂

っ
て
く
る
辺
り
を

探
す
と
ス
ズ
メ
バ

チ
や
カ
ナ
ブ
ン
の

羽
音
が
し
て
、
見

る
と
ク
ヌ
ギ
の
幹

か
ら
樹
液
が
溢
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
青
緑
色
に
輝

く
ア
オ
カ
ナ
ブ
ン
や
、
時
と
し
て
ク
ワ
ガ
タ

ム
シ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
の
姿
を
見
つ
け
て
驚
喜

し
た
も
の
で
し
た
。

　
芦
屋
で
も
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
、
ま
だ
、

こ
ん
な
風

景
が
あ
ち

こ
ち
に
見

ら
れ
ま
し

た
。
今
は

そ
の
面
影

も
見
ら
れ

虫
た
ち
の
真
夏
の
宴

ー
樹
液
に
集
ま
る
昆
虫
ー
　

ま
せ
ん
が
、
芦

屋
神
社
の
裏
山

の
谷(

現
在
の
朝

日
ヶ
丘
町)

に
水

車
小
屋
が
あ
り
、

そ
の
付
近
に
樹

液
の
出
る
ク
ヌ
ギ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
ま

だ
暗
い
う
ち
か
ら
起
き
出
し
て
樹
液
に
集
ま

る
虫
た
ち
を
採
り
に
行
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。
昭
和
六
十
年
代
、
当
時
私
が
勤
め
て

い
た
山
手
中
学
校

の
裏
の
会
下
山
に

も
樹
液
が
た
く
さ

ん
出
る
ク
ヌ
ギ
が

あ
っ
て
、
ヒ
ラ
タ

ク
ワ
ガ
タ
や
ノ
コ

ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
、

カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど

を
採
集
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
校

庭
の
ア
キ
ニ
レ
の
樹
液
に
も
コ
ク
ワ
ガ
タ
の

姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
こ
の
よ
う
な
場
所
が

め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
樹
液
に

集
ま
る
虫
の
宴
に
出
会
え
る
機
会
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
芦
屋
川
上
流
の
蛇

谷
に
は
、
樹
液
の
出
る
コ
ナ
ラ
が
一
本
あ
り
、

芦
屋
市
河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一

ノコギリクワガタ　(左)と
ヒラタクワガタ　(右)

議
　
長
　

　
　
都
筑
　
省
三
氏
（
六
十
四
歳
）

　
　
呉
川
町
四
―
一
八
　
創
生
の
会

副
議
長
　

　
　
小
川
　
芳
一
氏
（
六
十
九
歳
）

　
　
大
東
町
一
二
―
三
―
二
一
〇
　
英
明
ク
ラ
ブ

阪
神
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　
　
平
野
　
貞
雄
氏
（
四
十
五
歳
）

　
　
浜
芦
屋
町
三
―
一
五
―
三
〇
一
　
日
本
共
産
党

監
査
委
員

　
　
室
井
　
　
明
氏
（
六
十
七
歳
）

　
　
宮
川
町
七
―
一
六
　
清
政
ク
ラ
ブ

　
平
成
十
三
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
七
月
十
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
初
日
に
は
、
議
長
、
副
議
長
を
は
じ
め
、
議
会
役
員
の
改
選
と
各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
等
を
行
い
、
新
し
い
議
会
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
新
役
員

等
を
紹
介
し
ま
す
。

　
各
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
紹
介
お
よ
び
定
例
会
の
報
告
は
、
「
あ
し

や
市
議
会
だ
よ
り
」
（
八
月
三
十
日
号
）
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
　
長
に 
都
筑
省
三
氏

副
議
長
に 
小
川
芳
一
氏

 小川　芳一副議長 　都筑　省三議長

　南芦屋浜地区を緑ゆたかな質の高い住宅地とするため、芦屋市都市
景観条例に基づく景観地区に指定します。この指定により南芦屋浜地
区は市で初めての景観地区となります。
　南芦屋浜地区での景観形成は、ウオーターフロントを活かした水辺
の景観を基調に、調和のとれた街並みを形成できるよう、また、季節
や時間による風景の変化に配慮
した景観が保てるような考え方
を基本としています。この方針
に沿って景観基準を定め、建築
物や広告物の意匠・色彩・緑化、
道路空間の植栽・照明について
のガイドラインを策定し、これ
により建築物等の届け出の際に
指導助言をします。
　９月１日以降は南芦屋浜地区
で建築物等を施工する場合、届
け出が必要となります。

南芦屋浜を「景観地区」に指定します

問い合わせ　都市計画課みどり景観担当　138-2109

問
い
合
わ
せ
　
市
会
事
務
局
　
1
#8 

２
０
０
１

【おはなし作りの部屋】
�７月４、11、18日(水)10時～12時
�図書館・集会室　�作品の制作、
人形劇の練習　�ぷりん・國川(132-
4201)

【第７回七夕まつり】
�７月６日13時頃から７日17時まで
�ＪＲ芦屋駅改札口前、ペデストリ
アン・デッキ　�あしやＹＯ倶楽部・
平松(132-7278)

【ライブラリーコンサート】
～松本真理子マリンバの世界～
�７月７日(土)18時30分～　�図書
館・エントランスホール　�松本真
理子、佐々木千壽ほか　�「チャル
ダシュ」「剣の舞」ほか　�図書館
友の会(123-1746)

【市民ハイキング】
�７月８日(日)７時30分～　�阪神
芦屋駅集合～蓬山峡　�1,100円　�

弁当ほか　�大山(131-1923夜間の
み)　

【浜風の家の催し】
�①折り紙(百円塾)～あさがお咲い
た②絵本のよみきかせ会(３)③第23
回浜風コンサート～Th e  H um a n
Nature Voices　チャリティーコン
サート④１日工作教室～ロープ犬づ
くり⑤第24回浜風コンサート～当重
茜　ふるさとへの想いと愛をうたう
⑥コンピューター講座～暑中見舞い
⑦おはなしの会　�①７月７日(土)
14時30分～16時(費用：100円)②７
月８日(日) 1 0時3 0分～③７月８日
(日)13時30分～15時④７月14日(土)
13時30分～15時⑤７月15日(日)14時
～15時30分⑥７月18日(水)13時30分
～14時30分⑦７月27日(金)11時～11
時40分　�浜風の家、いずれも詳細
は右記へ　�浜風の家(135-5700)

【クラシック音楽入門講座】
�７月９日(月)10時～12時　�市民
センター203室　�1,500円　�森岡
(1075-954-8871)

【芦屋川カレッジ学友会講演会】
�７月９日(月)10時～11時30分　�

ルナ・ホール　�神戸芸術工科大学
助教授・花田佳明氏　�「新しい住
まいのつくり方－部屋数だけがすべ
てじゃない」　�川下(122-8805)
＊会員以外のかたも参加できます。

【母と子のいこいの部屋】
�７月10、17、24、31日(火)10時～
11時30分　�図書館・集会室　�母
と子が絵本や紙芝居を通しておはな
しに親しむ　�バルーン・川上(1 31-
3588)

【丹波の朝採り野菜市】
�７月11日、25日(水)10時30分～　
�ワークホームつつじ　�ワークホー
ムつつじ・藤川(122-7044)

【『初恋のきた道』上映会】
�７月13日(金)①10時30分～②13時
～③15時～　�ルナ・ホール　�中
学生以上1,000円(記事持参のかたは
800円)　�芦屋シネマクラブ(1078
-331-6100　兵庫県映画センター内)

【子どものための部屋】
�７月14、28日(土)10時～12時　�
図書館・集会室　	小学生　�日本
の伝統遊び　�いろえんぴつ・中野
(134-2769)

そ

【救急蘇生法講習会】
�７月14日(土)13時30分～16時30分
�市民センター401室　	30人(先着
順)　�芦屋市消防署救急隊　
７月
６日(土)までに右記へ　�芦屋市体
育協会事務局(122-7910)

【中高生のためのやすらぎの部屋】
�７月14日(土)、24・31日(火)13時
～　�図書館・集会室　	中高生　
�ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【芦屋市内部障害者の会定期総会】
�７月22日(日)14時～　�老人福祉
会館114室　	市内在住・在勤者で
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直
腸および小腸の身障手帳所持者　�
長谷福次(123-2454／FAX38-5377)

【第３回教育長杯バドミントン大会】
�７月28日(土)９時～17時　�体育
館・青少年センター　	市内在住・
在学の小学生(３年以上)、中学生、
高校生　�小学生、中学生：男女シ
ングルス／高校生：男女シングル
スおよびダブルス　
はがきに住所、
氏名、学校名、学年、男女、電話番
号を明記し、７月10日(火)までに下
記へ　�松崎明(〒659-0055 竹園町2-
18　122-7426)

【住宅デー芦屋地区住宅相談会】
�７月29日(日)10時～15時　�呉川
公園　�住宅相談、包丁研ぎ、網戸
張替え(１家族２枚まで)等　�阪神
土建労働組合芦屋支部(138-3343)

【第30回少年剣道大会】
�７月29日(日)　�体育館・青少年
センター　	小学生　�芦屋東ライ
オンズクラブ事務局(131-1594)　

【サマージュニアテニスキャンプ】
 竹内映二氏(元デビスカップ杯日本男
子代表チームコーチ)、小浦武志氏
(元ＦedＣup日本女子代表チーム監
督)に学ぶジュニアテニスレッスン。
�前期：７月30日～８月２日、後
期：８月20日～23日　�芦屋グリー
ンランドテニスクラブ　�5,000円　
	15歳以下の男女　�芦屋市テニス
協会(122-3852)

【ヨット講習会】
�８月５日(日)・18日(土)、９月30
日(日)10時～15時　�新西宮ヨット
ハーバー　	身体に障害をお持ちで
ヨットに興味のあるかた、ボラン
ティア希望者(未経験者も可)計50人
�500円　�NPOヨットエイドジャ
パン・浪川研吉(1／FAX32-4607)

【平成13年度市民ゴルフ大会】
�８月22日(水)　�芦屋カンツリ－
倶楽部　	市内在住・在勤のかた、
144人(満20歳以上)＊多数の場合、在
住者優先による抽選　�16,000円　

往復はがき(１枚に１人)に住所・
氏名・年齢・電話番号を記入し７月
26日(木)までに右記へ　�芦屋市体
育協会(〒659-0072 川西町15-3　122-
7910)

【芦屋水練学校】
�７月23日～８月21日(全21日)８時
30分～11時　�市民プール(朝日ヶ丘
町11-11)　	先着400人(小学生～高
校生)　�14,000円　
①７月７日
(土)13時～16時②７月８日(日)９時
30分～16時、体育館・青少年セン
ターおよび市民プール(上記以外の申
込受付など、詳細は下記へ)　�暮部
清俊(123-2403)

　
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク
実
施
中
」

の
ぼ
り

と
記
さ
れ
た
ピ
ン
ク
の
幟
を
学
校
か
ら
お

　
芦
屋
市
に
長
く
住
む
一
女
性(

七
十
六
歳)

か
ら
、
昔
の
投
票
や
選
挙
啓
発
の
方
法

の
思
い
出
が
届
き
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
今
も
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
終
戦
後

の
昭
和
二
十
六
年
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ

た
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
制
定

の
た
め
の
住
民
投
票
で
す
。
こ
れ
は
戦
後

の
芦
屋
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
決
め
る
、
市

民
が
初
め
て
経
験
し
た
投
票
で
し
た
。
当

時
の
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
隣
近
所
に
「
投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
よ
」
と
声
を
か
け
、

誘
い
合
っ
て
投
票
所
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
投
票
率
五
六
・
二
％
、
投
票
総
数
一
万

芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法

　
　
　
　
住
民
投
票
の
頃

三
千
四
百
票
、
賛
成
一
万
二
百
八
十
八
票
。

そ
し
て
、
こ
の
建
設
法
は
翌
年
三
月
三
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で

す
よ
。

　
そ
の
後
も
、
各
種
選
挙
の
投
票
に
は
住

民
が
誘
い
合
っ
て
行
く
の
が
普
通
で
、
エ

プ
ロ
ン
姿
の
投
票
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
家
族
の
中
で
も
支
持
政
党
や

候
補
者
名
を
話
題
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
、

一
人
で
投
票
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
ね
。

　
選
挙
の
啓
発
運
動
に
つ
い
て
も
思
う
の

で
す
が
、
昔
は
投
票
日
を
Ｐ
Ｒ
す
る
腹
巻

を
着
け
た
大
型
犬
の
「
わ
ん
わ
ん
パ
レ
ー

ド
」
や
「
七
夕
さ
ま
パ
レ
ー
ド
」
「
桃
太

郎
パ
レ
ー
ド
」
、
芸
を
披
露
す
る
お
サ
ル

さ
ん
登
場
の
啓
発
パ
レ
ー
ド
な
ど
も
あ
り
、

あ
る
種
の
〝
ま
つ
り
気
分
〞
を
盛
り
込
ん

だ
よ
う
に
思
う
ん
で
す
が
…
。

尼
崎
市
　
福
田
　
純
治

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク

大
桝
町
　
長
谷
　
妙
子

預
か
り
し
ワ
ッ
ペ
ン
を
上
着
に
着
け
て
、

我
が
家
の
末
っ
子
の
孫
娘
が
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　
最
初
の
日
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
、

二
日
目
は
芦
屋
警
察
署
と
、
本
人
は
一
生

懸
命
実
社
会
で
の
体
験
を
し
た
と
思
い
ま

す
。
三
日
目
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
予

定
で
し
た
が
、
前
夜
か
ら
の
高
熱
が
残
っ

て
お
り
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
お
世
話
を

す
る
の
に
移
し
て
は
大
変
と
、
欠
席
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
人
へ
の
迷

惑
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
で
し
た
ら
、
無
理
を
し
て
で
も
出

か
け
る
孫
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
社
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

が
あ
り
、
人
様
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
、
思

い
や
り
な
ど
、
口
で
は
教
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
実
習

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
お
友
達
と
も
心
を
合

わ
せ
、
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
互
い
に
助

け
合
う
様
子
は
横
で
見
て
い
て
、
ほ
ほ
え

ま
し
く
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
一
瞬
一
瞬

学
ん
だ
教
訓
を
忘
れ
ず
、
健
や
か
に
成
長

し
伸
び
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ

タ
や
コ
ク
ワ
ガ

タ
、
ス
ジ
ク
ワ

ガ
タ
、
チ
ビ
ク

ワ
ガ
タ
な
ど
が

集
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
。
蝶
で
は
、
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
、
ル
リ
タ

テ
ハ
、
キ
マ
ダ
ラ

ヒ
カ
ゲ
な
ど
が
樹

液
に
集
ま
り
ま
す
。

ク
ワ
ガ
タ
類
で
芦

屋
に
比
較
的
多
い

の
は
コ
ク
ワ
ガ
タ

で
、
近
年
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ

も
奥
池
周
辺
に
割

に
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
カ
ブ
ト
ム
シ
は

め
っ
き
り
少

な
く
な
っ
て

見
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

ク
ヌ
ギ
な
ど

が
樹
液
を
出

す
期
間
は
長

く
て
せ
い
ぜ

い
六
年
か
ら
十
年
位
の
間
で
す
の
で
、
い
ず

れ
は
出
な
く
な
り
樹
液
の
宴
も
終
わ
り
を
告

げ
ま
す
。

樹液を吸蜜する
アオカナブン

樹液に集まるゴマダラチョウ

樹液に集まる昆虫
スズメバチ、カナブンなど

樹液を吸う
カブトムシ♀

コクワガタ　

南　浜　町�

海　洋　町�

涼　風　町�

陽　光　町�

景観地区指定区域�
景観形成基準策定区域�

ミヤマクワガタ　

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、	対象・定員、�講師、
　　　　�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、
　　　　
申し込み、�問い合わせ

芦
屋
市
議
会

♂

♂

♂
♂

♂
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●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
問い合わせ

◆文化振興財団嘱託職員募集
�一般事務(スポーツ施設の管理運営等)
１人。勤務条件等詳細は下記へ　�高卒
以上で平成1 3年４月１日現在3 0歳未満
のかた。８月１日採用予定　�面接：７
月18日(水)13時～　	申込書類を７月13
日までに文化振興財団総務部(市民センター
内) へ。採用案内は文化振興財団総務部、
スポーツ振興課(体育館・青少年センター
内)にあります　
文化振興財団総務部
(131-4995)

◆女性センター相談
　女性の相談員が相談に応じます。予約
は相談専用電話(138-2022)へ。
�①女性の悩み相談(夫婦・家族関係・心
の悩み等。要予約) ②暴力に関する相談
(夫や親しい男性からの暴力等に関する面
接相談。来館できない理由がある場合は
電話相談。要予約)　�①毎週月曜日13時
～16時②毎月第１水曜日13時～16時(祝
日の時は第２水曜日) 　
 女性センター
(138-2023)

◆コミュニティ課からのお知らせ

コミュニティ課(138-2007)
【毎月第２火曜日は公正証書相談の日】
�７月10日(火)13時～16時　�コミュニ
ティ課相談室　�公正証書に関する相談
【毎月第３水曜日は行政相談の日】
�７月18日(水) 13時～16時　�コミュニ
ティ課内　�行政に関する意見・要望等

◆リサイクル教室
�７月９日(月)13時30分～15時30分　�

市役所分庁舎２階大会議室　�タオルを利
用した「エプロンと鍋つかみ」�バスタ
オル(エプロン用)、浴用タオル(鍋つかみ
用) 、木綿糸、待ち針、縫い針、ヒモ用
綿布(75cm×20cm)　	＆
消費生活セ
ンター(138-2034)

◆霊園墓地出入口門扉の開閉時間について
　７月１日(日)から９月30日(日)の間、
霊園出入口の車両用門扉の開門時間を８
時から17時までとします。
　
霊園事務所(122-5825)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
	＆�＆
上宮川文化センター(122-9229
〒659-0061 上宮川町10-5)
【夏休み親子パソコン教室】
Ａ：「ホームページをつくろう」
�７月14日(土)10時～12時、７月28日
(土)９時30分～12時30分(全２回)　�小
学１～６年生と保護者、６組1 2 人( 応募
多数の場合は抽選)　�500円(教材費)
Ｂ：「パソコンでＴシャツをつくろう」

�７月24日(火)①10時～12時②13時～15
時　�小学１～３年生と保護者、各回６
組12人(応募多数の場合は抽選)　�1,000
円(教材費)　	ＡＢとも、はがきに①希
望教室(Ｂは時間も)②郵便番号③住所④
氏名(親・子)⑤年齢・学年⑥電話番号を
記入し、Ａは７月６日(金)、Ｂは７月10
日(火)までに上記へ。結果は、受講者へ
のみ連絡します。
【シネポケット“ひゅーまん”】
�７月４日「シュウシュウの季節」／11
日「エイミー」／18日「グラスハープ～
草の竪琴～」／25日「スカートの翼ひろ
げて」(いずれも水曜日)13時30分～
【女性トランポリン教室】
�７月９日～９月17日の月曜日(全８回)
13時45分～14時45分　�市内在住の女性
８人�1 , 000円(全８回分)　	７月２日
(月)10時から電話で上記へ
【小学生トランポリン体験教室】
�７月25日(水)①10時30分～11時30分(小
学１、２年生)②14時～15時(小学３～６
年生)　�①②各16人(先着順)　	７月２
日(月)９時30分から電話で上記へ
【手づくりひろば～折り紙でいろいろな
　ものをつくろう～】
�７月24日・31日、８月７日・28日　
(全４回、いずれも火曜日)14時～15時　
�小学生20人(先着順)　	７月２日(月)
10時から電話で上記へ
【造形ひろば～たなばたかざりをつくろう～】
�７月６日(金)14時～14時45分　�幼児
と保護者15組(先着順)　	７月２日(月)
９時30分から電話で上記へ
【おはなしひろば】
�７月６日(金)15時～15時40分　�幼児
と保護者　�紙芝居と手遊び　	直接会
場へ
【バドミントンひろば】
�７月26日、８月９日・23日・30日(い
ずれも木曜日)10時～11時45分(40分単位)
�小学生と保護者　	直接会場へ(受け付
けは11時15分まで)
【卓球ひろば】
�７月27日、８月３日・10日・24日・31
日(いずれも金曜日)14時～16時(40分単
位)　�小学生および保護者　	直接会場
へ(受け付けは15時30分まで)

◆ごみ処理券販売店を募集します
　10月からは、粗大ごみ(大型ごみ)有料
化に伴い、ごみ処理券を貼付して出して
いただくことになります。
　ごみ処理券の販売店を募集します。７
月２日から13日(土・日・祝日は除く)ま
でに電話、ＦＡＸで店舗名、所在地、責
任者名および連絡先を下記へ。
　
環境施設課(132-5391)

◆平成13年国民生活基礎調査(所得票・
貯蓄票)と地域と家族の支え合いに関する
調査について
　「国民生活実態調査(所得票・貯蓄票)」
と「地域と家族の支え合いに関する調
査」は、皆さんの生活の実態を正しく知
るのために実施する厚生労働省の大変に
重要な調査です。本年は、７月12日現在
で、全国の約５万世帯、約15万人のかた
にご協力をお願いして行うことになりま
した。７月上旬に、調査員が無作為に抽
出された世帯に調査票を配りますので、

体育館・青少年センター競技場開放日
�７月14日(土)10時～17時(１時間単
位) � 市内の青少年、保護者　�卓球、
バドミントン　
体育館・青少年セン
ター(131-8228)

ご協力お願いします。
　
保健福祉部総務課(138-2040)

◆身体障害者移動相談
�７月27日(金)９時30分～　�尼崎市立
身体障害者福祉センター　�身体障害者
手帳所持の肢体不自由者　
福祉課障害
福祉係(138-2043)

◆シーサイドタウン南側水路の愛称募集
　ドラゴンボートレース会場、カヌーの
練習などで親しまれている水路にふさわ
しい愛称を皆さまから募集します。応募
作品については市民のかたも参画した選
考委員会で選考し、９月１日号の広報あ
しやでお知らせします。
　はがきに①愛称②住所③氏名④電話番
号を記入の上、７月15日(消印有効)まで
に下記へ。
　
建設部南芦屋浜地区担当(〒659-8501
精道町7-6　138-2073)

◆図書館の催し

図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�７月７・14・21・28(土)14時～15時　
�図書館・おはなしのへや、よみきかせ
のへや　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�７月14日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター・和室　�４歳以上(保
護者参加可)
【金曜シネサロン】
�＆�７月６日「異人たちとの夏」／13
日「ジョーズ」／27日「ターミネーター」
(いずれも金曜日)13時30分～　�図書
館・集会室

◆谷崎潤一郎作品朗読会
�７月５日(木)13時30分～15時　�谷崎
潤一郎記念館　�『細雪』　�朗読グルー
プＲＳＴ　�入館料30 0円　
谷崎潤一
郎記念館(123-5852)

◆芦屋病院院内コンサ－ト
�７月25日(水)17時～18時　�芦屋病院
外来棟５階ホ－ル　�「うたごえ喫茶～
黄色いピアノ」　�桜井溢子ほか　
芦
屋病院総務課管理係(131-2156)

◆芦屋公園テニススクール
�７月19日(木)から毎週木曜日(10回)９
時30分～11時　�芦屋公園テニスコート
�初級～初中級　�15,000円　�先着約
20人(１クラス10人程度)　	＆
都市整
備公社芦屋公園テニスコート受付担当
(134-8886)

◆社会福祉協議会の催し

社会福祉協議会(132-7530)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�７月11日(水)、19日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�７月21日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上の
独身のかた
【第83回高齢者｢会食懇談会｣】
�７月26日(木)12時　�老人福祉会館　
�市内70歳以上のかた、40人(先着順)　
�500円　	７月11日(水)から

【子どもお楽しみ会】
�７月９日(月)14時30分～16時　�市民
センター・幼児室　�ボランティア「芦っ
子」による紙芝居、歌、ゲームなど　�
幼児、小学校低学年と保護者

◆国際交流協会の催し

国際交流協会(134-6340)
【フランスの歌をうたいましょう】
�７月６日(金)14時45分～16時　�ＡＣ
Ａ　�原田宿命氏
【作って食べよう世界の料理～イタリア編】
�７月14日(土)10時～14時　�市民セン
ター料理室　�会員1,500円、非会員1,800
円(当日キャンセルの場合は材料費 1,500
円を頂きます)　�23人(要予約、男性歓
迎)　�エプロン、食器用フキン
【ＡＣＡセミナー～スリ・ランカってど
　んな国？】
�７月14日(土) 14時～15時30分　�ＡＣ
Ａ　�クマーラ・ディサナヤケ氏(神戸
大学大学院農学研究科院生)

◆花と緑の講習会開催のお知らせ

都市整備公社みどりの課(138-2103)
＊受講者全員に花苗をプレゼント
【高温期の植物管理講習会】
�７月11日(水)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　�緑の相談員　�先着18人
	７月９日(月)までに上記へ
【夏に元気な花の寄せ植え講習会】
	７月16日(月)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　�緑の相談員　�2,500円
�先着18人　	７月９日(月)までに上記へ
【子供もできる！ハイドロカルチャー・
　サンドアート講習会】
　色の砂を使ってガラスの容器に絵を描
きながら植物を植えます。
�７月27日(金)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　�緑の相談員　�2,000円　
�先着18人　	７月19日(木)までに上記へ

5/10～6/7までの受入順(敬称略)
財政課取り扱い分
●５千円、匿名　●３千円、匿名　●１
千５百円、匿名　●１千円、匿名　●１
千５百円、匿名
課税課取り扱い分
●２千円、匿名　●３千円、匿名
保健福祉部総務課取り扱い分
[社会福祉のために]
●手づくりぞうきん( 1 0 0枚)、大阪ガス
株式会社兵庫事業本部　●30万円、国際
ゾンタ京都Ⅱゾンタクラブ
公園緑地課取り扱い分
[緑化のために]
●100万円、新井元之助
社会福祉協議会取り扱い分
●５千円、村尾捨吉　●１千円、匿名

初めてのパソコン・インターネット講座
日　時　７月23日(月)、25日(水)、26日(木)、27日(金)、
　　　　30日(月)　午前９時30分～午後４時
会　場　市民センター・217室
内　容　パソコンの基本操作、インターネットの利用など
受講料　無料(要テキスト代2,000円)
対象者　市内在住の50歳以下の男女で、再就職を希望し全
　　　　日出席できるかた
定　員　20人(応募者多数の場合抽選)
申し込み　往復はがきに、住所・氏名・年齢・電話番号を
　　　　　記入の上、７月13日(金)までに下記へ

問い合わせ　女性センター　138-2023 (〒659-0092  大原町2-6　ラ・モール芦屋２階)

夏休み親子創作工房
―オリジナルの印を彫る―

日　時　７月24日(火)午後１時～４時
会　場　女性センター
定　員　小・中学生の親子10組(小学4年生
　　　　以上は子どものみも可。申し込み
　　　　多数の場合は抽選)
参加費　親子1,000円、子どものみ700円

せいゆうてんかい

講　師　坂本舜華さん(清友篆會主宰)
申し込み　往復はがきに、住所・氏名(親子
　　　　　の場合は両方)・学年・電話番号
　　　　　を明記の上、７月16日までに左
　　　　　記へ

女性センター
ミニ展示

坂本舜華てん刻展

■期間　７月２日～
　30日(土・日・祝
　日を除く)
■時間　午前９時～
　午後５時
■会場　女性センター

問い合わせ
高年福祉課　138-2044

高齢者のつどい
～演芸フェスティバル～

日　時　７月21日(土)　午後１時30
　　　　分～午後４時30分
会　場　ルナ・ホール
内　容　コーラス、民踊、謡曲、演
　　　　劇、国際交流として李高麗
　　　　さんの独唱、世代間交流と
　　　　して県立芦屋南高等学校生
　　　　の琴演奏
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有
権
者

が
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
ど
ち
ら
か
を
記
載
し

て
投
票
す
る
方
式
で
す
。
こ
の
た
め
、
有
権
者
は
当

選
さ
せ
た
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
選
人
の
決
め
方
は
、
各
政
党
の
全
国
で
の
総
得

票
数
に
応
じ
て
議
席
を
比
例
配
分
し
、
得
票
数
の
多

い
候
補
者
の
順
に
当
選
人
を
決
め
ま
す
。

〇
投
票
方
法

・
選
挙
区
選
挙
…
候
補
者
名
を
記
載(

兵
庫
県
の
選

　
挙
区
の
定
数
は
四
人
、
半
数
改
選
の
た
め
、
今
回

　
の
選
挙
で
の
当
選
者
は
二
人)

・
比
例
代
表
選
挙
…
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
ど

　
ち
ら
か
を
記
載(

比
例
代
表
の
定
数
は
全
国
で
九

　
十
六
人
、
半
数
改
選
の
た
め
、
今
回
の
選
挙
で
の

　
当
選
者
は
四
十
八
人)

問
い
合
わ
せ  

選
挙
管
理
委
員
会  

1
#8
２
１
０
０

  

平
成
十
三
年
度
介
護
保
険
料
の
決
定
通

知
書
を
七
月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
昨
年
十
月
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
、
六
五
歳
以
上
の
か
た
の
介
護
保
険
料

は
、
九
月
ま
で
は
国
の
特
別
対
策
に
よ
り

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
月
よ
り
本
来

の
保
険
料
額
に
戻
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
制
度
を
運
営
す
る
上
で

問
い
合
わ
せ
　
介
護
保
険
課
　
1
#8
２
０
４
６

リサイクル家具・自転車等　展示会
　限りある資源の再利用とごみの減量化を図るため、家
具、机、椅子、籐製品、自転車などを修理し再利用する
リサイクル事業を行います。

　問い合わせ　環境施設課　132-5391

日　時　７月２日～７月８日(７・８日の土・日も開催)
　　　　午前９時30分～正午・午後１時～４時30分
会　場　環境処理センター旧管理棟二階展示室(浜風町31-1)
※申し込みは市民に限ります。応募多数の場合は抽選。
※リサイクル品の修理等にかかる経費の一部(１万円以
　内)を支払っていただきます。
※駐車場はあります。
※本の交換会も行います。不要な本をご持参ください。

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

参
議
院
議
員
選
挙

　私たちが安心して暮らせる明るいまちづくりのために、市
民生活の安全や市内の治安維持などに功績のあった警察官に
対し７月11日(水)「社会を明るくする運動」市民の集いにお
いて、北村市長から感謝状を贈呈します。

問い合わせ
秘書課　138-2000

渡邊　健二氏
交通課
交通総務係主任
免許事務、車庫証
明交付事務など市
民生活に密接した
窓口業務を正確か
つ迅速に処理され
業務推進に貢献。

川口　英二氏
刑事課
知能犯係主任
暴力団組員の逮捕、
重要知能犯の検挙な
ど、明るい地域社会
づくりに貢献。

宮本　忠廣氏
地域課
地域第２係主任
悪質な犯罪検挙や
交通事故抑止活動
に努めるなど、安
全で安心な住み良
いまちづくりに貢
献。

警察官に感謝状を贈呈

重
要
な
財
源
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
保
険
料
の
算
定

　
介
護
保
険
料
は
ご
本
人
や
ご
家
族
の
所

得
等
に
応
じ
て
左
上
の
表
の
い
ず
れ
か
に

決
定
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
災
害
に
よ
り
住
宅
、
家
財
そ
の
ほ
か
の

財
産
に
損
害
を
受
け
た
と
き
や

生
計
中
心
者
の
所
得
が
前
年
の

半
分
以
下
に
な
る
時
な
ど
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

事
情
が
生
じ
た
か
た
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
の
減
免
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
税
世
帯
非
課
税

で
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
、
も

し
く
は
著
し
く
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
か
た
も
保
険
料
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
の
七
日
前
ま

で
に
介
護
保
険
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
保
険
料
の
納
め
か
た

〈
普
通
徴
収
〉
…
年
金
天
引

き
以
外
の
か
た

　
上
記
の
年
間
保
険
料
を
七

月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
八

期
に
わ
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
前
年
度
中
に
六
五

歳
に
な
っ
た
り
他
市
か
ら
転

入
さ
れ
た
か
た
で
、
平
成
十

三
年
四
月
一
日
現
在
老
齢
・

退
職
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
か
た
は
十
月
以
降
、
特
別

徴
収
に
切
り
替
え
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

＊
納
期
限
は
七
月
〜
翌
年
二
月
の
毎
月
末

　
日
で
す
。
末
日
が
土
・
日
・
祝
日
に
あ

　
た
る
と
き
は
金
融
機
関
の
翌
営
業
日
と

　
な
り
ま
す
。

〈
特
別
徴
収
〉
…
年
金
天
引
き
の
か
た

　
四
月
に
仮
徴
収
の
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
し
た
が
、
今
回
十
三
年
度
の
住
民
税
課

税
状
況
等
を
把
握
し
た
上
で
の
決
定
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
十
二
年
度
に
比
べ
て
保
険
料
段
階
が
変

　
わ
っ
て
い
る
か
た
は
上
記
の
期
別
保
険

　
料
額
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
ご
案
内

　
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
場
合

は
、
各
納
期
限
の
日
に
ご
指
定
の
口
座
よ

り
引
き
落
と
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
か
ら

実
際
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
ま
で
約
一
カ

月
か
か
り
ま
す
。
「
口
座
振
替
開
始
通

知
」
が
お
手
元
に
届
く
ま
で
は
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
郵
便
局
、

市
内
各
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

４月分から支給額を増額します

＜芦屋市重度障害者特別給付金＞

対象…１・２級の身体障害者手帳、Ａ判定の療
育手帳または１級の精神障害者保健福祉手帳を
持つ20歳以上の次のいずれかに該当するかた。
□昭和57年(1982年)１月１日以前に20歳であっ
　た外国籍のかたで当時すでに障害が発生して
　いたかた
□年金受給中に障害が軽くなり受給対象から外
　れたがその後に障害が重くなったかた
□昭和61年(1986年)４月１日前の海外滞在中に
　障害発生原因の初診日があるかた
ただし、次のかたは支給の対象にはなりません
■公的年金等(年額54万円以上)の受給者
■無年金外国籍高齢者等福祉給付金の受給者
■生活保護の受給者
■前年の所得が制限額を超えるかた(所得制限に
　ついてはお問い合わせ下さい)

　市では国籍要件や海外在住により国民年金制
度上受給資格期間を満たすことができず無年金
となっているかたで、障害者のかたに「重度障
害者特別給付金」を、高齢者のかたに「無年金
外国籍高齢者等福祉給付金」を支給しています。
　該当するかたは、各係に申請してください。

問い合わせ　福祉課障害福祉係　138-2043 問い合わせ　保険年金課年金係　138-2036

－　重度障害者特別給付金・無年金外国籍高齢者等福祉給付金　－

＜芦屋市無年金外国籍高齢者等福祉給付金＞

対象…大正15年(1926年)４月１日以前生まれで、
次に該当するかた。
□昭和57年(1982年)１月１日現在、外国人登録
　をし、現在も本市に登録されているかた
□昭和57年(1982年)１月１日以前に外国人登録
　をし、昭和36年(1961年)４月１日以後に日本
　国籍を取得されたかた
□日本人で長期間海外に在住し、昭和36年(1961
　年)４月１日以後に帰国されたかた
ただし、次のかたは支給の対象にはなりません
■公的年金等(年額24万円以上)の受給者
■芦屋市重度障害者特別給付金の受給者
■生活保護の受給者
■本人・配偶者・扶養義務者の所得が制限額を
　超えるかた(所得制限については、お問い合わ
　せください)
※４月～６月分の給付金は、7月19日(木)に指定
　の口座に振り込みますので、ご確認ください。

保険料段階

第１段階
第２段階
第３段階
第４段階
第５段階

４･６･８月

1,400
2,100
2,800
3,500
4,200

10月

2,980
4,470
5,960
7,250
8,740

12月

2,800
4,200
5,600
7,100
8,500

２月

2,800
4,200
5,600
7,100
8,500

平成13年度特別徴収の期別保険料額 単位：円

保険料段階

第１段階
第２段階
第３段階
第４段階
第５段階

 １期

1,980
2,370
2,760
3,150
3,540

 2期

900
1,400
1,900
2,400
2,900

3期

900
1,400
1,900
2,400
2,900

４～８期

 1,800
 2,800
 3,800
 4,800
 5,800

平成13年度普通徴収の期別保険料額 単位：円

投
票
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

第１段階
基準額×0.5
第２段階
基準額×0.75
第３段階
基準額
第４段階
基準額×1.25
第５段階
基準額×1.5

生活保護受給者、老齢福祉年
金受給者で市民税世帯非課税
世帯全員が市民税非課税

本人が市民税非課税

本人が市民税課税で合計所得
金額(＊)が250万円未満
本人が市民税課税で合計所得
金額(＊)が250万円以上

一人あたり
年間保険料
12,780円

19,170円

25,560円

31,950円

38,340円

＊合計所得金額とは、収入から公的年金等控除、給与所
得控除、必要経費などを差し引いたもので、配偶者控除
や基礎控除などの各種所得控除後の金額ではありません。

区　分保険料段階

現在受給中のかたへ

　すでに受給されているかたには、更新用の
申請書を送付しています。まだ提出されてい
ないかたは、至急提出してください。

改正後

(月額20,000円)
240,000円

(月額45,000円)
540,000円

無年金外国籍高
齢者等福祉給付金
重度障害者特別
給付金

改正前

(月額15,000円)
180,000円

(月額35,000円)
420,000円

※支給月は、７、10、１、４月で支給月の前月分
　までを指定の口座に振り込みます。

ラポルテ市民サービスコーナー(131-
3130)は、ラポルテ本館休館日のため、
７月19日(木)は休業します。
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●芦屋病院健康教室
第７回　テーマ「肺癌とたばこ」

①「たばこと肺癌の関係」　　　　　園田隆診療局次長
②「肺癌の細胞診検査」　札辻寛臨床検査科技師長補佐
③「肺癌の治療」　　　　　　　　田中靖士外科副医長
④「ニコチンパッチ」　　　　　平野泰健薬剤科長補佐
日　時　７月18日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビ－
問い合わせ　芦屋病院総務課管理係

●糖尿病教室
日　時　７月12日(木)午後１時30分～３時
　　　　(今月は木曜日の開催となっています)
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ　「おろそかにしていませんか？足元の手入れを」
　　　　　　　　谷垣武彦大阪労災病院皮膚科部長
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●老人健康診査のお知らせ
期　間　７月２日～10月31日
会　場　対象者に送付の「お知らせ」に掲載
対　象　65歳以上のかた(社会保険本人は除く)
費　用　基本健康診査400円、大腸がん検診800円
    　　　肺がん検診は無料(かく痰検査900円)
　　　　70歳以上のかたはいずれも無料
その他　治療希望者は健康保険証、老人医療証が必
　　　　要です。(治療費は別途有料です)
問い合わせ　保健センター

●幼児の食事とおやつの教室
日　時　７月13日(金)午前10時～11時30分
会　場　保健センター
対　象　２～３歳児とその保護者
内　容   「暑さに負けない夏の上手な過ごし方と食

　　　　事について」(試食があります。)
定　員　30人、予約制
問い合わせ　保健センター

●プレ親教室 ～前期８月コース～　
日　時　８月７日(火)午後１時30分～３時30分
および   「マタニティエクササイズ」「健康な妊娠
内　容　生活のために」(運動のできる服装で)
　　　　８月21日(火)午後０時45分～３時
　　　   「歯科検診と歯の健康相談」
　　　　８月29日(水)午前９時30分～正午
　　　   「妊娠中の食事～貧血予防のヘルシーメニ
　　　　ュー(調理実習)～」
会　場　保健センター、市民センター別館２階料理室
持ち物　母子健康手帳
費　用　1,000円(テキスト、材料費)
定　員　25人。電話、FAX(31-1018)、窓口にて予約
　　　　を受け付けます。
問い合わせ　保健センター

●Ｃ型肝炎検査受診のお知らせ
　Ｃ型肝炎(ＨＣＶ)は、自覚症状がないことが多
く、感染に気づかないまま、慢性肝炎になり肝硬
変や肝がんに移行するおそれもありますので、感
染を早期に発見して適切に治療する必要がありま
す。このたび、兵庫県ではＣ型肝炎検査を次のと
おり実施することとなりました。
日　時　第１、第３の金曜日(祝祭日は除く)
会　場　芦屋健康福祉事務所(芦屋保健所)
費　用　1,610円(エイズ検査と同時にすれば、10
　　　　月末日まで無料)
申し込み　電話で予約してください
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
７/１日　渡辺矯正小児歯科 1３１－５９３９
７/８日　明石歯科医院 1３１－１５６０
７/15日　小野歯科浜風診療所 1２３－６４７４
７/20日　池沢歯科医院 1３２－１７８０
７/22日　いけだ歯科 1３５－４１８２
７/29日　石原歯科医院 1３１－１３８８
８/５日　稲垣歯科医院 1２２－２８７０

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。（　)内は診療科目
７/６　大森医院(内) 1３２－３９９７
７/13　吉龍医院(外、内) 1３２－２８５５
７/27　芦屋橋本クリニック(内、透) 1２１－３１３１
８/３　鈴木医院(小) 1３４－０７６６
　
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日
　７時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、9時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

■日曜・祝日救急当番医

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頸部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊娠お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯の無料相談と健診

助産婦による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H13.3.1～15生まれ
H13.3.16～31生まれ
（無料）

H12.7月生まれ（無料）

H12.1月生まれ（無料）

H10.3月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎等の
相談

歯科医師会館（無料）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

3歳児心の健康相談

子ども心の相談
（予約制）

満3歳児
しつけ子育て相談

ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制） 子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談事業所
検診（予約制）

有料。入学・就職等の診断
書作成・診察・尿・血液検査・
X線・心電図・HIV検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）

老人の痴呆の相談

うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等専門医の相談

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡
場所：大原いこいの家

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

10日・17日
9：00～10：00

10日
13：30～14：30

9日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

6日
13：00～14：00

17日
13：30～14：30

13日
10：00～12：00

16日
13：30～15：30

3日・10日
10：00～12：00

2日・4日
13：30～14：30

16日13：30～16：00

随時

16日9：30～11：00

23日
9：45～11：30

11・25日
13：00～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

19日13：00～14：00
場所　保健センター

5日13：00～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

9日9：30～10：30

26日13：30～14：30

18日13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申し込みください

6・10・8/3日
9：30～10：30
　血液検査前
　4時間絶飲絶食（ ）

9月分予約受付中
9：15～

24日
9：30～10：30

24日
9：30～11：00

10・17・24日
13：00～15：00

2・5・12・19・23・30
8/2日　　9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間内の午前中）

受付随時。提出日：3・10・
17・24・31日午前中

大型ごみの収集日
　灯油缶より大きいものを目安にしてください。自転車を
出す場合には、必ず「不用品」と張り紙をしてください。
ステーション付近にはごみ以外は置かないでください。

山芦屋・西山・西芦屋
朝日ヶ丘（2－4、3－5、4－5・6・7を除く）
伊勢・竹園・浜芦屋・松浜
月若・三条・平田・奥池・奥池南
茶屋之・大桝・公光・業平・上宮川
宮塚・平田北
楠・春日
六麓荘・岩園
船戸・松ノ内・清水・前田
山手・奥山・三条南
東山・東芦屋
打出小槌・若宮・打出
大東・呉川
翠ヶ丘
南宮・西蔵
大原・親王塚
朝日ヶ丘（2－4、3－5、4－5・6・7）
津知・川西・精道・宮川
浜
高浜１～４
高浜５～10
若葉１～３・緑
若葉４～７
浜風・新浜・陽光
潮見

町　名・地　域

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温  （℃）
検　水　名
水　　　温  （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

 ７月
２　30
３　31
４
５
６
７
９
10　　
11
12
13
14
16
17　　
18
19

20
21
23
24　　
25
26
27
28

 ８月
　　27
　　28
１　29
２　30
３　31
４
６
７
８
９
10　　
11
13
14
15
16

17　　
18
20
21
22
23
24　　
25
　

5月16日（水） 6月6日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　曇　り

前　日　　雨　
前々日　晴　れ

晴　れ
20.0

雨
21.8

流入水
　23.0
　　7.3
    164
    138
78,000

処理水
　23.0
　　6.8
　2
10
　3

流入水
　22.0
　　7.5
　   68
　   47
91,000

処理水
　23.8
　　6.9
　1
10
　3

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

小児を対象に医師による
健診

3カ月～4歳未満児（母子）
健康手帳・申し込み書・
体温計持参（無料）

芦　屋　の　昔
関西経済連合会相談役　新宮康男

　
芦
屋
の
歴
史
を

ひ
も
と
き
ま
す

と
、
山
と
平
地
と

海
が
近
接
し
、
自

然
の
恵
み
と
し
て

の
食
料
が
豊
富

だ
っ
た
こ
と
は
、

今
か
ら
約
二
千
年

え
げ
の
や
ま
い
せ
き

前
の
会
下
山
遺
跡

な
ど
の
存
在
か
ら

も
明
ら
か
で
す
。

芦
屋
と
い
う
地
名

は
、
河
口
な
ど
の
低
湿
地
に
あ
る
葦
原
に

由
来
し
、
万
葉
集
や
伊
勢
物
語
、
新
古
今

和
歌
集
な
ど
の
物
語
や
歌
集
に
述
べ
ら
れ

あ
　
ぼ

て
い
ま
す
。
在
原
業
平
の
父
・
阿
保
親
王

の
御
陵
は
翠
ヶ
丘
町
に
あ
り
ま
す
。
近
世

に
な
る
と
、
京
と
九
州
を
結
ぶ
西
国
街
道

や
海
上
交
通
に
お
け
る
要
衝
の
地
と
な
り

ま
し
た
が
、
宿
場
は
な
く
酒
造
業
も
発
達

し
な
か
っ
た
の
で
、
地
域
の
姿
は
全
体
的

に
つ
つ
ま
し
い
農
業
地
帯
で
し
た
。
美
し

い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
農
業
地
帯
の
姿

で
明
治
時
代
を
迎
え
た
こ
と
が
そ
の
後
高

級
住
宅
地
と
し
て
繁
栄
す
る
基
盤
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。

　
明
治
二
十
二
年
、
明
治
憲
法
発
布
の
年

つ
　
じ

に
芦
屋
、
打
出
、
三
条
、
津
知
の
四
村
が

合
併
し
て
精
道
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
ろ
、
神
戸
、
大
阪
の
両
都
市
は
諸
外
国

と
の
通
商
・
産
業
の
振
興
地
と
し
て
、
日
本

の
近
代
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
両
都
市
の
発
達
が
、
都
市
近

郊
の
最
適
の
住
宅
地
と
し
て
の
芦
屋
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
交
通
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
推
移
を
み
る
と
、
発
展
の
経

過
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
明
治
七
年
　
阪
神
間
に
国
鉄
開
通
／
明

治
三
十
八
年
　
阪
神
鉄
道
本
線
開
通
、
芦

屋
・
打
出
の
二
駅
開
設
／
大
正
二
年
　
国

鉄
芦
屋
駅
開
設
／
大
正
九
年
　
阪
急
電
鉄

神
戸
線
開
通
。
芦
屋
川
駅
開
設
／
昭
和
二

年
　
阪
神
国
道(

国
道
二
号
線)

開
通
。

　
阪
急
電
車
が
開
通
す
る
前
年
の
大
正
八

年
の
人
口
は
九
千
人
弱
で
し
た
が
、
十
二

年
後
の
昭
和
六
年
に
は
三
万
人
を
上
回

う
か
が

り
、
そ
の
急
増
ぶ
り
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　
私
の
両
親
が
大
阪
か
ら
芦
屋
に
引
っ
越

し
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
の
大
正
十
一
年
で

し
た
。
芦
屋
は
も
と
も
と
大
阪
の
商
家
の

邸
宅
地
と
し
て
開
け
て
い
ま
し
た
が
、
母

が
体
調
を
崩
し
た
た
め
、
空
気
が
良
く
健

康
的
で
、
仕
事
や
学
校
に
通
う
の
に
も
便

利
な
芦
屋
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
以

新
宮
康
男(

し
ん
ぐ
う
・
や
す
お)

氏

　
昭
和
二
十
三
年

東
京
大
学
卒
業
後
、

住
友
金
属
工
業
株

式
会
社
に
入
社
。

社
長
、
会
長
の
後
、

平
成
十
年
相
談
役

名
誉
会
長
に
就
任
。
現
在
、
関
西
国
際

空
港
株
式
会
社
会
長
、
関
西
経
済
連
合

会
相
談
役
等
の
要
職
に
あ
る
。

東山商会

中央水道工務所

原田商会

越智商会

（有）大阪商会

伸興設備（資）

西岡設備工業所

前忠工業（株）

（株）みなと設備

（資）神明商会

31-1882

22-3552

22-0706

22-3708

32-6302

22-0379

22-6900

31-8548

0798-34-7941

22-3565

店　名 TEL 当番日

水道の修理は
「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【７月】

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

降
、
母
は
健
康
を
回
復
し
、
私
は
大
正
十

五
年
に
芦
屋
で
生
ま
れ
、
以
来
七
十
五
年

間
住
ん
で
い
ま
す
。

(

こ
の
文
章
は
、
三
月
三
日
ル
ナ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建

設
法
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
「
記
念
講

演
会
・
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
の
講
演
の

抄
録
で
す
。
三
回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま
す
。)

　
採
用
案
内
は
、
七
月
二
日
よ
り
市
役
所

本
庁
舎
北
・
南
館
受
付
お
よ
び
南
館
二
階

総
務
部
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。
郵
便
で

請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
一
四
○
円
切

手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒(

角
２
号)

を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
に
よ
る
受
験

申
し
込
み
は
、
受
付
期
間
中
に
着
く
よ
う

に
人
事
課
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
七
月
二
日
〜
十
六
日

　
　
　
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

　
　
　
　
　(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

試
験
日
　
　
八
月
五
日(

日)

試
験
会
場
　
県
立
芦
屋
高
等
学
校

　
　
　
　
　(

宮
川
町
６
―
３)

採
用
予
定
日
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日

職
種
・
募
集
人
員
　(

　)

内
は
受
験
資
格

【
一
般
事
務
職
・
七
人
】(

大
学
卒)

【
一
般
技
術
職
〈
土
木
〉
・
二
人
】

【
一
般
技
術
職
〈
機
械
〉
・
一
人
】

【
一
般
技
術
職
〈
建
築
〉
・
一
人
】

　(

一
般
技
術
職
は
い
ず
れ
も
、
大
学
卒
、

　
短
大
卒
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
等
卒)

平
成
14
年
度
採
用
　
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

受
験
資
格

＊
大
学
卒

　
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以
降
出
生
で
、

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
四
年
制
大
学
を
卒

　
業
、
ま
た
は
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
に

　
卒
業
見
込
み
の
か
た
。
（
一
般
技
術
職

　
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
課
程

　
を
修
了
ま
た
は
修
了
見
込
み
の
か
た
）

＊
短
大
卒
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
等
卒

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
以
降
出
生
で
、

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
、
高
等

　
専
門
学
校
も
し
く
は
専
修
学
校
専
門
課

　
程(

修
了
年
限
二
年
以
上)

で
そ
れ
ぞ
れ

　
の
専
門
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
、
ま
た
は

　
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
の
か
た
。

＊
次
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
の
か

　
た
も
受
験
が
で
き
ま
す
。

①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な

　
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
か
た

②
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き

　
る
か
た

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
　
1
#8
２
０
１
９

　
　
　
　
　(

〒
６
５
９
―
８
５
０
１
　
精
道
町
７
―
６)

１、11、21、31

２、12、22

３、13、23

４、７、24

５、15、25

６、16、26

14、17、27

８、18、28

９、19、29

10、20、30

日　時　７月11日(水)
　　　　午後１時30分～４時（開場　１時）
会　場　ルナ・ホール
内　容　・県警音楽隊の演奏
　　　　・講演「不良少女とよばれて」
　　　　　　講師　原　笙子氏

はらしょうかい

　　　　　　 (女人舞楽「原笙会」主宰者)
　　　　など

“社会を明るくする運動”は、「ふれあいと　対
話が築く　明るい社会」をテーマに、犯罪や
非行のない明るい社会を築こうとする全国的
な運動です。

　本市も芦屋市
実施委員会を組
織し「市民の集い」
を開催します。

問い合わせ　保健福祉部総務課地域福祉係　138-2113

“社会を明るくする運動”市民の集い

●平日の昼間は水道部へお尋
　ねください。
●土・日・祝日は市役所へお
　尋ねください。
●夜間の修理は
　右の業者が待機しています

　
市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
本
市
所
定
の

受
験
申
込
書
・
受
験
票
等
の
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　フランスの彫刻家セザ
ールによる、自動車を圧
縮した作品12点を紹介。
　自動車のボディカラー
に仕上げられた作品は、
日常には見えてこない現
代社会の裏側を再生し、
美しさと存在感を見せつ
けます。
日　程　７月14日～９月２日
会　場　美術博物館　第１展示室

　展示室をオープンスペース化し、美術の魅
力や不思議に触れる来館者とのワークショッ
プを学芸員が随時行います。美術館における
教育普及活動の新しい可能性、ひいては「美

とら

術」というものを捉える大切なポイントを探
ります。
日　程　７月14日～９月２日
会　場　美術博物館　第２展示室

～美術館の夏休み～セザール

常設展　美術のかたち。１

　支持体である紙の質が劇的に変わってしま
う絵を作ります。
日　時　８月１日(水)、３日(金)、４日(土)
　　　　いずれも午後１時30分～４時
会　場　常設展「美術のかたち。１」展示室内
定　員　各20人(市内の小学生)
費　用　500円(材料費)
申し込み　往復はがきに住所・氏名・電話番
　　　　　号・学校名・学年、「しろいろく
　　　　　ろいろ」と記入の上、７月10日(火)
　　　　　＜必着＞までに美術博物館へ

　市内在住の片岡昌子氏から寄託を受けた、
故片岡長四郎氏(義父)収集の浮世絵関係資料
の中から、約300点を数える美人画コレクシ
ョンの一部を展示します。
日　程　７月14日～29日
会　場　美術博物館　歴史資料展示室

　木版画の摺の講義と実技。実際に摺りを行
います。(現物は持ち帰れます)
日時・内容

　７月26日(木)午後１時30分～４時
　　「浮世絵美人画の摺りの工程講義」
　７月27日(金)午前10時～午後４時
　　「歌麿を摺る・体験教室」(昼休憩あり)
会　場　美術博物館講義室
講　師　竹中健司氏(京都木版画工芸組合)
定　員　20人(成人に限ります)
費　用　3,000円
申し込み　往復はがきに住所・氏名・電話番
　　　　　号・年齢、「木版画教室希望」と
　　　　　記入の上、7月10日(火)＜必着＞
　　　　　までに美術博物館へ
☆受講料で7月29日(日)まで「浮世絵美人画」
ほか開催中の展覧会をご観覧いただけます。

同時開催

子供造形教室

［しろいろくろいろ］

浮世絵木版画体験学習教室
す

［歌麿を摺る］

歴史企画展　浮世絵美人画展

　紙を、圧縮する、たたむ、丸める、ねじる。そして、開
く、のばす、膨らます。立体と平面の空間を横断しながら
絵を作っていきます。
日　時　７月21日(土)、22日(日)、28日(土)、８月５日(日)
　　　　いずれも午後１時～４時(当日直接会場へ)
対　象　年齢性別一切不問
費　用　観覧券と材料費１回100円
会　場　美術博物館ホール
☆作品は会期中ホールに展示します

ホールワークショップ［むすんでひらいて］

美
術
博
物
館
の
催
し

問
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館
　
1
#8
５
４
３
２
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５
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０
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５
２
　
伊
勢
町
12
―
25
）

観
覧
料
　
一
般
五
○
○(

四
○
○)

円
、
大
高
生
四
○
○(

三
○
○)

円
、
中
学
生
以
下
無
料
。(

　)

内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

　
　
　
　
※
観
覧
料
で
特
別
展
と
常
設
展
、
歴
史
企
画
展
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

特別展

第51回

ア�ン�タ�ン�テ�

※手話通訳・要約筆記・託児があります。
　(託児は２歳以上が対象。要予約)



Ｑ
　
「
水
道
か
ら
き
ま
し
た
」
と
言
っ
て

浄
水
器
を
売
り
に
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
市

あ
っ
せ
ん

で
斡
旋
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
　
市
の
水
道
部
が
物
品
の
販
売
や
斡
旋

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
を
訪

問
し
、
水
道
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
よ
う
に

「
水
質
検
査
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

言
い
、
残
留
塩
素
を
測
る
試
薬
を
使
っ
て

発
色
さ
せ
、
不
安
を
あ
お
り
高
額
な
浄
水
器
を
販
売
す

る
業
者
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
水
道
水

は
滅
菌
の
た
め
塩
素
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
水

質
検
査
を
す
る
と
塩
素
反
応
が
出
ま
す
。

　
水
道
部
の
職
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
不
審
な
時
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

　
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら
の
水
は
す
べ
て
高
度
浄
水
処

理
さ
れ
た
も
の
に
な
り
、
臭
い
の
な
い
お
い
し
い
水
に

な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
部
で
は
水
質
基
準
に
適
合
し
た

水
道
水
を
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

水道まめ知識

　
今
年
は
、
芦
屋
国
際
文

化
住
宅
都
市
建
設
法
が
施

行
さ
れ
て
五
十
周
年
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
モ
ン
テ

ベ
ロ
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
四
十
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
、
全
国

で
も
比
較
的
早
く
、
三
十

九
番
目
に
姉
妹
都
市
提
携

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
間

交
換
学
生
事
業
を
は
じ
め

と
し
て
相
互
訪
問
団
の
派

遣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
市
民
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
両
市
と
の
交
流
を
更
に
深
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ひ
い
て
は
世
界
平
和
へ
つ
な

　
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
で
は
、

提
携
五
周
年
に
『
ア
シ
ヤ

パ
ー
ク
』
の
整
備
に
着
工

し
、
昭
和
四
十
七
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
本
年
度
、

　
五
年
ご
と
の
市
民
記
念

訪
問
団
が
今
年
は
四
十
周

年
に
当
た
り
、
芦
屋
市
か

ら
も
山
内
助
役
、
中
村
市

議
会
議
長
の
ご
参
加
を
得

て
、
総
勢
二
十
九
人
で
四

月
十
七
日
に
モ
ン
テ
ベ
ロ

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
市
庁
舎
、
警
察
署
、
消

防
署
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
が
、
芦
屋
パ
ー
ク
も
綺

麗
に
維
持
さ
れ
て
い
て
、

三
十
周
年
に
芦

屋
市
か
ら
寄
贈

し
た
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
な
ど
の

遊
具
も
子
ど
も

た
ち
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
夕
刻
か
ら
は
盛
大
な
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

が
催
さ
れ
、
女
性
市
長
の
マ
リ
ー
・
ア
ン
・

ソ
ー
セ
ー
ド
さ
ん
、
姉
妹
都
市
協
会
会
長

の
マ
リ
ア
ン
・
ロ
ペ
ス
さ
ん
、
昔
か
ら
お

世
話
い
た
だ
い
て
い
る
ヤ
エ
・
ア
イ
ハ
ラ

さ
ん
な
ど
、
多
数
の
市
民
の
か
た
が
た
の

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
元
交
換
学

生
の
皆
さ
ん
も
、
去
年
の
ジ
ェ
シ
カ
さ

ん
、
エ
リ
サ
さ
ん
、
一
昨
年
の
ザ
ク
リ
ー

君
、
モ
ニ
ー
ク
さ
ん
、
そ
の
前
の
ケ
リ
ー

さ
ん
、
サ
ヤ
さ
ん
な
ど
が
来
て
く
れ
て
再

会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
年
芦
屋
市
で
発
表
さ
れ
た

『
ア
イ
ラ
ブ
芦
屋
・
わ
た
し
の
街
』
を
訪

問
団
で
合
唱
し
ま
し
た
が
、
歌
い
終
わ
る

と
全
員
が
起
立
し
て
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
く
だ
さ
り
、
感
激
し
た
次
第
で
す
。

　
平
和
と
共
存
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
二
十

一
世
紀
を
迎
え
た
今
年
で
す
が
、
四
十
年

の
歴
史
を
刻
ん
だ
こ
の
よ
う
な
市
民
同
士

の
、
地
球
家
族
と
し
て
の
友
好
交
流
こ
そ

世
界
平
和
と
共
存
の
原
点
で
し
ょ
う
。

　
秋
に
は
モ
ン
テ
ベ
ロ
か
ら
の
訪
問
団
を

お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
心

か
ら
の
歓
迎
で
一
段
と
友
好
の
輪
を
広
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
両
市
は
五
年
ご
と
に
市
民
の
相
互
訪
問

を
行
い
、
人
的
な
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
姉
妹
都
市
提
携
四
十
周
年
記

念
で
四
月
十
六
日
か
ら
二
十
九
人
が

モ
ン
テ
ベ
ロ
市
を
訪
問
し
、
市
か
ら

は
山
内
助
役
、
市
議
会
か
ら
中
村
議

長
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
役
所
、
警

察
署
、
消
防
署
の
表
敬
訪
問
で
は
モ

ン
テ
ベ
ロ
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
か

た
が
た
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
ま
た

友
好
の
あ
か
し
で
あ
る
『
ア
シ
ヤ

パ
ー
ク
』
も
訪
れ
ま
し
た
。
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
両
市
の
友
情
を
確

か
め
合
い
、
今
後
も
姉
妹
都
市
と
し

て
ま
す
ま
す
友
情
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。
こ
の
秋
に

人　　　　　　　種
ラテン系

ヨーロッパ系
アジア系

インディアン系(アフリカン－アメリカン)
そ　の　他

モンテベロ市との
姉妹都市提携40周年を迎えて

問い合わせ　国際文化課　138-2008

　芦屋市、芦屋市教育委員会では、毎年平和施策の一環として各種の事業を実
施しています。
　「平和の世紀」ともいわれる21世紀、2001年は平和元年といわれています。
　本年は、８月１日から15日まで戦前から戦後にかけての生活を写真パネルや
生活用品などで展示し、映画や当時の生活を体験することにより、市民ととも
に平和の大切さを考えます。
　戦争の悲惨さを伝え、平和の大切さと戦争を二度繰り返さないことを願っ
て、下記の事業を実施いたしますので、ぜひご参加ください。

◇◆◇　「市民と考える平和展」　◇◆◇　
会　　期　８月１日～15日
会　　場　芦屋市民センター　常設展示場
展示内容　①戦前から戦後にかけての生活の様子を写真パネルなどで紹介
　　　　　②終戦後から数年にわたるシベリアでの捕虜収容所の状況や舞鶴港
　　　　　　での引揚げ当時の資料の展示
　　　　　③子どもの描いた平和ポスター
　　　　　④市民から募集した作品の展示
　　　　　　・芦屋の子どもたちが描いた平和ポスター
　　　　　　・当時の生活用品
　　　　　　・戦前から戦後の写真と平和メッセージ
　　　　　⑤ビデオの上映
　　　　　⑥体験コーナー
　　　　　　・一升瓶を使っての精米(玄米から精米)

ひ

　　　　　　・石臼で挽く「きな粉」作り

問い合わせ
　企画課　138-2005

　　　　　　公民館　135-0700

◇◆◇　戦時中の食文化の体験実習と試食会　◇◆◇　
日　　時　８月４日(土)午前11時～午後１時
会　　場　市民センター　料理室
内　　容　すいとん、さつま芋ごはん、青菜の蒸しパンなどを作って試食
講　　師　芦屋料理同好会、管理栄養士・名村靖子氏
材 料 費　500円(当日持参)
定　　員　28人
申し込み　電話で公民館へ(先着順)

問い合わせ　公民館　135-0700

◇◆◇　文化講演会「戦時中の芦屋」　◇◆◇
日　　時　８月３日(金)午前10時～11時30分
会　　場　市民センター　講義室
講　　師　元市美術博物館副館長・岩本昌三氏
申し込み　公民館へ(先着順)

問い合わせ　公民館　135-0700

アニメ映画上映会「マヤの一生」　
日　　時　８月８日(水)①午前10時～11時15分
　　　　　　　　　　　②午後１時30分～２時45分
会　　場　市民センター　音楽室
定　　員　先着150人 きずな

内　　容　飼い犬マヤと少年次郎との愛情と絆をとおして、愛
　　　　　と平和、そして命の大切さを語りかけてくれる物語
申し込み　直接会場へ

問い合わせ　人権推進担当　138-2055

夏休み子ども映画会「象のいない動物園」　
日　　時　８月２日(木)①午前10時30分～11時50分②午後２時～３時20分
会　　場　上宮川文化センター　３階ホール
内　　容　戦争中の上野動物園の象を描いたアニメーション
申し込み　直接会場へ

問い合わせ　児童センター　122-9229

　
昭
和
三
十
九
年
か
ら
、
学
生
二
人
が
約

一
カ
月
間
、
互
い
の
市
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
て
、
異
文
化
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
換
学
生
は
、
お

よ
そ
百
五
十
人
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

延
べ
千
二
百
家
庭
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
芦
屋
市
か
ら
天
羽
淑
恵
さ
ん

と
東
田
萌
さ
ん
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
か
ら

は
、
シ
ェ
リ
ー
・
グ
ラ
ス
マ
ン
さ
ん
と
パ

ブ
ロ
・
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
さ
ん
が
交
換

学
生
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
　

　
シ
ェ
リ
ー
・
グ
ラ
ス
マ
ン
さ
ん
と
パ
ブ

ロ
・
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
さ
ん
は
、
七
月

十
四
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
約
四
週
間

を
市
内
の
家
庭
に
一
週
間
ず
つ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
ま
す
。
滞
在
中
は
、
市
長
表
敬
訪

問
、
サ
マ
ー
カ
ー
二
バ
ル
、
広
島
日
帰
り

旅
行
、
京
都
で
の
観
劇
、
市
立
学
校
訪
問

な
ど
の
行
事
に
参
加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
ま
す
。

　
第
一
回
交
換
学
生
の
、
稲
鍵
亜
早
子
さ

ん
は
、
芦
屋
市
国
際
交
流
協
会
の
英
語
講

師
と
し
て
現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
　
水
道
部
総
務
課
1
#8
２
０
８
０

そ
れ
ぞ
れ
に
記
念
公
園
を
整
備

交
換
学
生
事
業
は
今
年
で
37
回
目
を
迎
え
ま
す

５
年
ご
と
に
友
好
訪
問
団
の
相
互
訪
問

モ
ン
テ
ベ
ロ
市
市
庁
舎
内

に
『
ア
シ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
』

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
芦
屋
市
で
は
、
昭
和
四

十
八
年
、
岩
ケ
平
公
園
内

に
『
モ
ン
テ
ベ
ロ
・
バ
ラ

園
』
を
整
備
し
ま
し
た
。

モ
ン
テ
ベ
ロ
市
か
ら
送
ら

れ
た
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
の
市
花
、
ハ
ー
ツ
・

デ
ザ
イ
ヤ
ー(

バ
ラ)

な
ど
が
、
毎
年
美
し

く
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
「
友
好
の

鐘
」
、
「
友
好
の
木(

楡)

」
も
あ
り
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

モンテベロ市の議場にて
(左より、中村議長、モンテベロ市長、山内助役)

問い合わせ　企画課　138-2005

構　成
67.7％
16.8％
14.4％
  0.8％
  0.3％

モンテベロ市ってどんなところ？

原田文雄氏(訪問団団長）

　
到
着
機
の
タ
ラ
ッ
プ
の

下
で
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
側

の
か
た
が
た
や
エ
ド
と
ト

ム(

交
換
学
生)

の
出
迎
え

を
受
け
る
わ
た
し
た
ち
。

頭
上
を
行
き
交
う
異
国
の

言
葉
。
バ
ラ
の
花
束
の
赤

い
リ
ボ
ン
が
、
乾
い
た
風

に
な
び
く
一
九
六
四
年
の

夏
で
し
た
。
若
木
に
囲
ま

し
ょ
う
し
ゃ

れ
た
瀟
洒
な
市
役
所
の
あ

る
、
市
名
の
通
り
の
美
し

い
町
モ
ン
テ
ベ
ロ
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
メ
キ
シ

コ
、
イ
タ
リ

ア
、
欧
州
系

の
家
族
は
皆

陽
気
で
、
わ

た
し
た
ち
や

周
り
の
人
た

ち
を
巻
き
込
み
な
が
ら
行
事
を
楽
し
む
の

が
上
手
で
す
。
多
民
族
、
多
文
化
の
国
ゆ

稲鍵亜早子氏(第１回交換学生)

え
で
し
ょ
う
か
。
意
思
表
示
は
、
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
が
、
「
違
い
」
を
受
け
入

れ
、
人
と
し
て
認
め
合
い
、
共
に
誇
ら
し

く
国
旗
に
敬
礼
し
、
高
ら
か
に
国
歌
を
歌

い
ま
す
。
そ
の
心
を
、
ひ
と
つ
に
す
る
熱

う
ら
や

意
は
羨
ま
し
い
位
で
す
。
戦
後
二
十
年
足

ら
ず
、
ま
だ
わ
だ
か
ま
り
を
拭
い
去
れ
な

い
人
も
あ
り
、
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
の

「
戦
争
は
終
わ
っ
た
ね
」
の
一
言
に
、
両

市
と
協
会
の
、
交
流
活
動
へ
の
思
い
入
れ

を
感
じ
た
事
で
し
た
。
笑
顔
と
握
手
と
少

し
照
れ
く
さ
い
ハ
グ
を
浴
び
る
よ
う
に
受

け
、
心
通
わ
す
こ
と
の
幸
せ
に
目
覚
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日
の
丸
の
旗
の
美
し
さ

も
知
り
ま
し
た
。
今
も
な
お
、
初
々
し
い

交
換
学
生
さ
ん
や
、
増
え
て
ゆ
く
同
窓
生

よ
み
が
え

に
お
会
い
す
る
と
感
動
と
感
謝
が
甦
り
ま

す
。
こ
の
学
生
派
遣
が
長
く
、
長
く
続
く

よ
う
共
に
願
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
の
亡
き
田

中
治
子
さ
ん
の
思
い
も
担
い
、
微
力
な
が

ら
関
わ
り
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

上：アシヤパーク
右：モンテベロ・バラ園

わが青春のハイライト

シ
ェ
リ
ー
・
グ
ラ
ス
マ
ン
さ
ん

(

十
八
歳
　
高
校
生
）

趣
味
　
水
泳
、
歌
、
演
劇
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
デ
ィ
ベ
ー

トパ
ブ
ロ
・
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン

さ
ん(

十
六
歳
　
高
校
生
）

趣
味
　
読
書
、
著
述
、
チ
ェ
ロ
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
音
楽
鑑
賞
、

映
画
鑑
賞

モンテベロ市を訪問して

「ボランティアをする前に」～ボランティアについて考えてみよう～
「聞き上手になりましょう」～訪問・お散歩を楽しくするために～
「車いすの取り扱い方」～お散歩を安全にするために～　　

お散歩付き添いボランティア養成講座

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

時　間　午後１時30分～３時30分
　　　　(１日だけの参加も可)
会　場　①市民センター218室
　　　　②市民センター203室
　　　　③市民センター217室
定　員　①②③とも各20人
申し込み　社会福祉協議会へ　

①７/19(木)
②７/26(木)
③８/２(木)

日　時　７月24日(火)午後２時～
会　場　三田谷治療教育院
定　員　20人
申し込み　社会福祉協議会へ

福祉施設をのぞいてみませんか

施設見学会

歓送迎会
　芦屋市・モンテベロ市の４人の交換学生を囲んで楽
しいひとときをどうぞ。
日　時　７月16日(月)　午後６時～
会　場　市民センター401室
定　員　50人
持ち物　1,000円程度の料理一品。市販品、飲物もＯＫ

市内見学
　シェリーさん、パブロさんと共に芦屋市内の施設を
バスでまわります。
日　時　７月17日(火)午後１時に国際交流協会に集合
定　員　10人

サヨナラパーティ
　帰国するシェリーさん、パブロさんの送別会です。
日　時　８月７日(火)　午後６時～
会　場　国際交流協会
費　用　一般2,000円　学生1,000円　
定　員　50人

問い合わせ　国際交流協会　134-6340

◇料　理　教　室◇
　アジアの料理を作り、試食しなが
ら講師と懇談しませんか。
■内容　①マレーシア②韓国・朝鮮③
中国　■日時　①７月７日②７月14日
③７月28日、いずれも土曜日、午後６
時～８時30分　■会場　県立武庫高等
学校調理教室ほか　■講師　①パ
ン・ア・チン氏②董賢淑氏③趙平氏
■定員　①②③いずれも先着25人　
■費用　1,000円、高校生以下500円

◇チャング体験教室◇
　韓国打楽器チャングの演奏を体験しま
しょう。
■日時　７月20日～22日午前10時～午後
４時30分　■会場　県立武庫高等学校大
教室　■定員　先着25人　■費用　1,000
円、高校生以下無料

問い合わせ　県立武庫高等学校　122-0341 FAX31-5222(〒659-0063 宮川町6-3)

クリエイティブ21　身近に知ろうアジアの文化

◆申し込み◆　はがき、電話、F A X の
いずれかで、教室名(料理名)、住所、氏
名、電話(FAX)番号、学生のかたは学校
名を書いて下記へ。

が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
の
概
要

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

モンテベロ市からの交換学生をご紹介します留学生を囲む催しに参加しませんか

広報あしや臨時号を発行しました
　６月15日に広報あしや臨時号を防災対策課と下水道課
から、６月18日には環境特集号を環境施設課から、新聞
折り込みで配布しました。まだお持ちでないかたは、市
役所受け付け、ラポルテ市民サービスコーナーおよび各
集会所に置いてありますので、ご利用ください。

　　　　　　防災対策課　138-2093
問い合わせ　下水道課　　138-2067
　　　　　　環境施設課　132-5391

は
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
か
ら
訪
問
団
が
芦
屋

を
訪
問
さ
れ
ま
す
。

★いずれも申し込みは国際交流協会へ

ボランティア国際年企画

Ｑ

平　　和　　の　　催　　し

広報あしや●�2001年�（平成�13年）７月１日号�5 4No.823

　　　　モンテベロ市(1994年)　　芦屋市(2001年６月)
人　口 　　　61,000人 　　　　86,860人
世帯数 　　　19,193世帯 　　　　37,292世帯
面　積　　　 21.23k㎡ 　　　　18.57k㎡
市　花 バラ(ハーツ・デザイヤー) コバノミツバツツジ

A

ロサンゼルス�

モンテベロ�

U.S.A.

① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)

とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

情報カフェ
文字放送
　

芦屋市民企画番組(＊)
芦屋の人(＊)
撮りっきり芦屋(＊)
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分番組) 「いろんなかたちのボランティア」

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

7／１（６:00～）～7／14（～23:30）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

■放送時間　午前６：00～午後11：30　(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り
　返し放送します)　　　　　　　　　　　　　　■（＊）印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006
■ＣＡＴＶ加入に関する問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋（Ｊ－ＣＯＭ神戸・芦屋）　70120-13-8160　

フォーカス芦屋「プールは楽しく安全に」
暮らしの情報「きれいに撮ろうホームビデオ(基本)」

「紹介します～無料イベント～」
「食パン情報」「メンバー募集」「まちかどの不思議」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
　
　「芦屋川・人と自然」
　「吉村悠希さん、高寺由利子さん(県芦ヨット部)」
　「ユースコーラス」「ハーモニックス」
　ふるさと昔話「鳴尾のかみなり」
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